
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
お
け
る

「
富
士
山
が
あ
る
風
景
一

O
O
選
」
選
定
と

展
望
地
整
備
の
取
り
組
み

日
本
工
営
株
式
会
社

社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
部

環
境
部

森

原

百

合

は
じ
め
に

富
士
山
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公

園
に
位
置
し
、
平
成
二
五
年
六
月
に
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
富
士
山

の
登
山
者
数
は
年
間
三
O
万
人
前
後
で

推
移
し
て
お
り
、
登
山
初
心
者
や
高
齢

者
、
外
国
人
利
用
者
等
の
増
加
に
よ
る

利
用
者
層
の
多
様
化
、
富
士
山
山
体
の

夏
季
の
利
用
集
中
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
富
士
山
は
、
国
内
最
高
峰

の
独
立
成
層
火
山
で
あ
り
、
か
な
り
離

れ
た
場
所
か
ら
で
も
眺
望
で
き
る
こ
と

か
ら
、
広
い
地
域
か
ら
多
様
な
挑
望
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
地
元
自
治
体

や
観
光
協
会
等
で
は
、
富
士
山
展
望
地

に
関
連
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
、

利
用
促
進
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
は
、
平
成

二
八
年
二
月
に
指
定
八

O
周
年
を
迎
え

た
。
指
定
八

O
周
年
記
念
事
業
の

一
環

と
し
て
、
環
境
省
と
関
係
自
治
体
で
構

成
さ
れ
た

「富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園

指
定
八

O
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
」
は
、
新
た
に
展
望
地

。富
士
山
が

あ
る
風
景

一
O
O
選
ψ

を
選
定
し
た
。

ま
た
、
環
境
省
で
は
、
そ
の
う
ち
一

O

カ
所
程
度
の
展
望
地
に
つ
い
て
整
備
基

本
計
画
を
策
定
し
た
。
弊
社
は
整
備
計

画
策
定
業
務
の
受
託
業
者
と
し
て
、
展

望
地
の
選
定
手
法
お
よ
び
整
備
基
本
計

画
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
概
要
に
つ

い
て
、
本
稿
で
紹
介
す
る
。

対
象
地
域

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
は
、
昭
和

一
一
年
二
月
に
富
士
山
地
域
お
よ
び
箱

根
地
域
か
ら
成
る
富
士
箱
根
国
立
公
園

と
し
て
指
定
さ
れ
た
後
、
伊
豆
半
島
地

域
、
伊
豆
諸
島
地
域
を
編
入
し
、
現
在

四
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
。
関
係
自
治

体
は
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県

の
一
四
市
一
四
町
八
村
と
多
数
に
及
ぶ
。

展
望
地
ク
富
士
山
が
あ
る
風
景

一
0
0

選
。
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
市

町
村
の
当
国
立
公
園
内
に
あ
る
展
望
地

は
勿
論
の
こ
と
、
周
辺
地
域
の
展
望
地

も
対
象
と
し
た
。

タ
富
士
山
が
あ
る
風
景

一O
O選
ψ

の
選
定

富
士
山
の
展
望
地
は
、
既
に
よ
く
知

ら
れ
た
地
点
が
多
数
あ
る
。
こ
の
度
、

あ
え
て
国
立
公
園
と
し
て
展
望
地
が
選

定
さ
れ
た
理
由
は
、
富
士
山
周
辺
で
の

展
望
地
活
用
の
取
り
組
み
に
、
富
士
箱

根
伊
豆
国
立
公
園
の
も
つ
魅
力
を
加
え

て
、
多
く
の
来
訪
者
に
日
本
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
富
士
山
の
魅
力

「優
れ
た

風
景
と
自
然
、
そ
れ
に
根
差
し
た
文
化
」

を
よ
り
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
関
係
自
治
体

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
展
望
地

の
中
に
は
、
圧
倒
的
な
知
名
度
を
誇
る

が
た
め
に
過
度
な
利
用
の
集
中
が
見
ら

れ
る
地
点
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
関
係
市
町
村
に
位
置
す
る

既
存
の
展
望
地
を
収
集
し
た
上
で
、
次

の
二
段
階
の
検
討
に
よ
り
選
定
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

一
段
階
目
と
し
て
、

①
入
場
無
料
で
あ
る
こ
と
、
②
富
士
山

の
五
合
目
以
上
が
展
望
で
き
る
こ
と
、

③
特
定
の
施
設
の
敷
地
内
で
は
な
い
こ

と
等
を
満
た
す
展
望
地
を
抽
出
し
た
。

二
段
階
目
と
し
て
、

一
段
階
目
で
抽
出

し
た
全
展
望
地
に
つ
い
て
、
①
保
護
と

利
用
の
観
点
か
ら
の
重
要
度

（公
園
計

画
上
の
位
置
付
け
や
ア
ク
セ
ス
性
等
）、

②
風
景
の
多
様
性
（
景
観
要
素
、
富
士

※
 

山
特
有
の
現
象
等
）
、
③
文
化
的
背
景

（浮
世
絵
や
歌
、
小
説
と
い
っ
た
芸
術
・

文
学
作
品
の
題
材
に
な
っ
て
い
る
も
の
）

等
を
整
理
し
た
。
さ
ら
に
、
関
係
自
治

体
や
自
然
保
護
官
等
の
多
様
な
主
体
の

意
見
も
考
慮
し
た
上
で
、
地
点
ご
と
に

一
律
の
評
価
軸
に
基
づ
い
て
評
価
点
を

付
し
、
得
点
の
高
い
上
位

一
O
四
地
点

を
ク
富
士
山
が
あ
る
風
景

一
O
O
選
。

と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
多
様
な
切
り
口
で
の
楽
し
み

方
と
展
望
地
か
ら
の
挑
望
を
紹
介
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
関
係

市
町
村
や
当
国
立
公
園
を
構
成
す
る
四

つ
の

エ
リ
ア
か
ら
満
遍
な
く
展
望
地
を

選
定
し
て
い
る
た
め
、
利
用
の
分
散
の

た
め
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

選
定
さ
れ
た
全
地
点
に
つ
い
て
は
、

関
東
地
方
環
境
事
務
所
w
e
b
サ
イ
ト
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に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
ク
富
士
山
が
あ
る
風
景

一O
O
選
0

ペ
ー
ジ
」
宮
壱
＼
＼
E
E
0・8〈
－
m0・E
＼

Z
I
N
C
－寸＼ち巳
｜志
－Z
E
（
関
東
地
方
環
境
事
務
所
、

二
O
一七
年
三
月
三
O
日）

四

展
望
地
の
整
備

基
本
計
画

。
富
士
山
が
あ
る
風
景

一
O
O
選
。

の
中
か
ら
、
環
境
省
が
整
備
す
る
展
望

地
の
候
補
と
し
て
、
さ
ら
に

一一

カ
所

を
選
定
し
た
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

公
園
計
画
の
観
点
か
ら
環
境
省
と
し
て

比
較
的
整
備
し
や
す
い
、
山
頂
付
近
の

展
望
地
に
偏
ら
ぬ
よ
う
、
湖
畔
な
ど
ア

ク
セ
ス
の
良
い
場
所
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
め
る
こ
と
に
配
慮
し
た
。

こ
の
よ
う
に
選
定
し
た
展
望
地
に
つ

い
て
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
ま
ず
は
現
地
調
査
を
行
い
、
地

形
・
地
質
や
植
生
の
状
況
、
既
存
施
設

の
劣
化
状
況
や
挑
望
状
況
等
を
把
握
し

た
。
そ
の
調
査
結
果
か
ら
、
整
備
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
を
明
確

に
し
た
上
で
、
展
望
地
施
設
の
新
た
な

整
備
や
改
修
等
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
と

し
た
（
図
1
一
整
備
計
画
イ
メ
ー
ジ
例
）
。

五

展
望
台
の
整
備
例

（
中
之
倉
峠
展
望
台
）

先
述
の
整
備
候
補
地
の
う
ち
、

「
中

之
倉
峠
展
望
台

（本
栖
湖
西
岸
園
地

内
）」

に
つ
い
て
は
、
詳
細
設
計
を
実

施
し
た

（写
真
1
…
中
之
倉
峠
展
望
台

き
ふ
組

整備計画イメ ージ例（長者ヶ岳）図1

［竣工写真（平成28年11月30日撮影）］

ごみ辺誠13恥， 二三... 

｛施工前写真｝

竣工前後の写真

竣
工
前
後
の
写
真
）
。
本
展
望
地
は
、

世
界
文
化
遺
産
地
域
内
に
位
置
し
、
千

円
札
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
な
っ
た
逆
さ
富

士
と
し
て
有
名
な
場
所
で
あ
る
。

展
望
台
の
形
状
は
、
現
場
が
急
斜
面

地
で
あ
る
と
い
う
地
形
の
特
性
を
活
か

し
た
も
の
と
す
る
こ
と
、
周
辺
の
自
然

環
境
の
保
全
の
た
め
に
可
能
な
限
り
地

形
の
改
変
を
抑
え
る
こ
と
等
の
観
点
か

ら
、
階
段
状
の
デ
ッ
キ
展
望
台
と
し
た
。

ま
た
、
展
望
台
の
整
備
に
よ
っ
て
眺
望

や
写
真
撮
影
等
に
訪
れ
る
利
用
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
展
望
台

の
規
模
は
、
利
用
者
動
線
、
富
士
山
の

挑
望
や
休
憩
等
の
利
用
勝
手
、
既
存
樹

木
へ
の
配
慮
等
の
比
較
検
討
に
よ
り
設

定
し
た
。
設
置
す
る
標
識
は
多
言
語
表

記
と
し
、
増
加
お
よ
び
多
様
化
が
見
込

ま
れ
る
外
国
人
利
用
者
に
も
配
慮
し
た
。

__L. 

ノ、

お
わ
り
に

中之倉峠展望台

中
之
倉
峠
展
望
台
は
、
現
在
は
工
事

も
無
事
完
了
し
、
平
成
二
八
年

一一

月

三

O
日
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
。

お
近
く
へ
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち

寄
り
の
上
、
富
士
山
の
絶
景
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
（
写
真

2
一
中
之
倉
峠
展
望
台
か
ら
の
眺
望
）
0

今
後
、
ク
富
士
山
が
あ
る
風
景

一
O

写真1

O
選
。
や
実
際
に
整
備
さ
れ
た
展
望
地

を
活
用
し
て
、
別
の
展
望
地
か
ら
も
眺

め
た
い
、
宿
泊
し
て
ゆ
っ
く
り
眺
め
た

い
、
ま
た
別
の
季
節
に
訪
れ
た
い
、
と

い
っ
た
来
訪
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
美
し
い
富
士
山
の
景

観
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

※
富
士
山
特
有
の
現
象
に
つ
い
て
一
富
士
山
は、

朝
日
や
夕
陽
が
富
士
山
の
稜
線
に
か
か
る
こ
と

で
美
し
い
輝
き
を
見
せ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

や
、
夏
の
赤
富
士
、
冬
の
紅
富
士
の
よ
う
に
、

限
ら
れ

・

た
時
期

や
エ
リ

ア
で
の

み
見
ら

れ
る
絶

景
が
あ

ヲ
ゐ
こ
シ
」

が
知
ら

れ
て
い

る。
森
原
百
合
・
も
り
は
ら
ゆ
り

日
本
工
営
株
式
会
社
社
会
シ
ス
テ
ム
事
業
部

環
境
部
。
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研

究
科
修
了
。
二

O
O八
年
に
日
本
工
営
株
式
会
社

に
入
社
。
技
術
士
（
建
設
ー
建
設
環
境
）
。
環
境

調
査
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
地
域
資
源
の
利
活
用
計

画
の
検
討
等
を
主
業
務
と
し
て
従
事
。

〈
会
社
概
要
〉
国
内
外
に
お
け
る
社
会
基
盤
整
備

や
維
持
管
理
、
電
力
事
業
に
関
わ
る
総
合
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
創
業
者
久
保
田
豊
の
信
念

「誠

意
を
も
っ
て
こ
と
に
あ
た
り
、
技
術
を
軸
に
社
会

に
貢
献
す
る
。
」
を
経
営
理
念
と
し
、
環
境
部
で

は
各
種
事
業
に
関
わ
る
環
境
調
査
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
や
、
公
園
・
緑
化
計
画
等
の
業
務
を
手
掛
け
る。

No.760/JANUA円Y.2018 32 国立公園

中之倉峠展望台からの眺望写真2


